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この度は、当社製品をご購入いただき誠にありがとうございます。 

ご使用の前に、必ずこの取扱説明書をお読みください。 

本製品の取り扱い方につきましては、次頁以降の説明に基づいてお願い致します。 

お読みになった後は、いつでも取り出せる場所に保証書とともに大切に保管してください。 

なお、ご不明な点は当社営業部または営業所に直接ご連絡ください。 

 

 

 

 
 

 

黒球温度計 
 

GTM-1 
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安全上の注意 

 

この取扱説明書に示す注意・指示は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々

への危害や財産への被害を未然に防止するためのものです。いずれも、安全に関する重要な

事項ですので、ご使用の前によく読んで内容を理解し、必ずお守りください。 

● 本製品は防爆仕様ではありませんので、可燃性、引火性物質の近くでの使用はお止めくだ

さい。 

● 分解や改造等をした場合は当社の保証外となります。また、思わぬ故障や事故を起こす原

因となることがあります。 

● 故障の場合はすみやかに修理をご依頼ください。故障のままや自家修理での使用は思わぬ

事故を起こす原因となることがありますので、絶対に止めてください。 

● 製品から煙が出たり、異常な音がしたりする場合には直ちに使用を中止して修理をご依頼

ください。 

 

本製品特性上の注意 

 

● 測定の際、熱源と GTM-1 との間に人体や物体などが入って輻射熱を遮らないように注意

してください。 

● 測定しようとする場所に強い気流がある場合、黒球から熱放散が起こって球内部の温度が

低下し、正しい黒球温度が測定できなくなる恐れがあります。この場合、気流を遮断する

などの工夫が必要です。気流を遮断する場合には、熱源からの輻射熱まで遮らないように

注意してください。 

● 黒球表面の状態が悪くなってくると正しい黒球温度を示さなくなるため、GTM-1 を乱暴

に扱って黒球表面に傷や凹凸をつけたり、汚したりしないでください。特に黒球表面を直

接指で触れると、人体の油膜が指紋となって付着します。指紋等油膜が付着すると、正確

な黒球温度が測定できなくなる恐れがあります。 

● GTM-1 の持ち運びの際は黒球表面が指紋で汚れるのを避けるため、黒球部分を柔らかい

もの（ビニールや紙等）で包むか、シャフト部やコネクターを持つようにしてください。 

● GTM-1 の室内環境測定セット IES-3000／IES-4000 本体への取り付け、取り外しの際は、

必ずコネクター部を持って行なってください。黒球部分やシャフト部分だけを持って作業

を行なうと GTM-1 を破損する恐れがあります。 

● GTM-1 を IES-3000／IES-4000 に取り付けた状態で黒球部分を持ったり、シャフト部分に

物を引っかけたりして負荷をかけないでください。GTM-1 を破損する恐れがあります。 

● 測定場所への移動、IES-3000／IES-4000 の持ち運びなどの場合は、必ず GTM-1 を

IES-3000／IES-4000 から取り外して行なってください。取り付けたまま行なうと GTM-1

を破損する恐れがあります。 
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1  概要 
黒球温度計は輻射熱を算出するための黒球温度を測定するセンサーで、黒球の

輻射熱吸収による温度上昇を黒球中央の温度センサーにより測定します。黒球

温度計は取り扱いが簡単で、輻射の方向性を考慮する必要がないことが大きな

特徴です。 

黒球温度計 GTM-1 は、室内環境測定セット IES-3000／IES-4000 で平均輻射温

度を算出するためのオプション品で、黒球は石川式（直径 75mm）を採用して

います。IES-3000／IES-4000 に装着することで、測定した黒球温度を IES-3000

／IES-4000 本体に取り込み、ISO 7726（温熱環境の人間工学）に規定された方

法で平均輻射温度を自動的に算出して出力します。 

また、met 値（Metabolic Rate；代謝率）・clo 値（Clothing；測定個所における作

業者の着用衣服の保温性）を設定することにより、ISO 7730（適度な温熱環境

の指標）に規定された方法で PMV 値（Predicted Mean Vote；予測温冷感申告）・

PPD 値（Predicted Percentage of Dissatisfied；予想不快者率）を自動的に算出し

て出力します。 

PMV 値は“熱い”“寒い”といった人の温熱環境に対する感覚を数値化した指標

（下記の 7 段階評価）で、快適値は-0.5＜PMV＜＋0.5 と推奨されています。ま

た、PPD 値は PMV 値に対して何％の人が不満足に感じるかという割合を示し、

快適値は PPD＜10％と推奨されています。 

 

 

＋3

＋2

＋1

0

－1

－2

－3

：

：

：

：

：

：

：

暑い 

暖かい 

少し暖かい 

どちらでもない 

少し涼しい 

涼しい 

寒い 
 

PMV 値の 7 段階評価 



- 5 - 

2  各部の名称 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１．黒球温度計 GTM-1 
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3  使用方法 

3-1 IES-3000 に接続する場合 
（1）IES-3000 側面の GLOBE.T コネクターに GTM-1 のコネクターを、コネクター部

を持ってキー溝が合う向き（黒球が垂直上方向き）に差し込み、カップリングを

時計回りに止まるまで回して固定してください。このとき、黒球部分やシャフト

部分だけを持って作業を行なうと GTM-1 を破損する恐れがあるので、必ずコネ

クター部を持って作業を行なってください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2．GTM-1 の IES-3000 への取付 
 
 

（2）IES-3000 を連続測定モードで起動し、

設定画面にて以下の操作で設定を行な

ってください。 

 
① PMV 値・PPD 値の算出を行なう場合には

met 値・clo 値を設定する必要がありま

す。以下の操作で met 値・clo 値の設定

を行なってください。平均輻射温度だけ

の算出を行なう場合、この操作は必要あ

りません。 

 

 

1）［met 値］に触れて met 値の入力画面

に入り、テンキーで測定現場の met 値

を入力した後、リターンキーに触れて

処理を終了させてください（図 4 参

照）。 

リターンキーでの処理の終了以外で

は設定が有効になりません。 

処理を中断させたい場合は［ESC］キ

ーに触れてください。 

図 3．連続測定モード設定画面 

GLOBE.T 

コネクターへ取付

図 4．met 値入力画面 
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2）［clo 値］に触れて clo 値の入力画面

に入り、テンキーで clo 値を入力した

後、リターンキーに触れて処理を終了

させてください（図 5 参照）。 

リターンキーでの処理の終了以外で

は設定が有効になりません。 

処理を中断させたい場合は［ESC］キ

ーに触れてください。 

 
 
 
 

②［黒球直径］に触れて黒球直径の入力画

面に入り、テンキーで“0.075”と入力

した後、リターンキーに触れて処理を終

了させてください（図 6 参照）。 

リターンキーでの処理の終了以外では

設定が有効になりません。 

処理を中断させたい場合は［ESC］キー

に触れてください。 

 
 
 

 

③［測定条件］に触れて測定条件の設定画

面に入り、テンキーで必要な項目※に“１

（測定ＯＮ）”を入力した後、リターン

キーに触れて処理を終了させてくださ

い（図 7 参照）。 

リターンキーでの処理の終了以外では

設定が有効になりません。 

処理を中断させたい場合は［ESC］キー

に触れてください。 

 
 
 

※ 平均輻射温度の算出を行なう場合には項目 1（温度・上）、項目 4（気流）、

項目 10（黒球温度）の 3 項目に“1（測定ＯＮ）”を入力してください。 

※ PMV 値・PPD 値の算出を行なう場合には項目 1（温度・上）、項目 3（湿度）、

項目 4（気流）、項目 10（黒球温度）の 4 項目に“1（測定ＯＮ）”を入力し

てください。 

図 5．clo 値入力画面 

図 6．黒球直径入力画面 

図 7．測定条件設定画面 
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（3）測定画面に戻り、IES-3000 本体の測定操作に従って測定を行なってください。

測定は安定した空気環境内で行なってください。測定しようとする場所へ設置

してから約 20 分間おいて、黒球温度を安定させてから測定を始めてください。

設置してからの時間が短い場合、正しい黒球温度の測定ができないことがあり

ます。 

 

（4）測定終了、または測定場所の移動の場合は必ず GTM-1 を IES-3000 から取り外

してください。カップリングを反時計回りに回して外し、コネクター部を持って

引き抜いて GTM-1 を取り外してください。このとき黒球部分やシャフト部分だ

けを持って作業を行なうと GTM-1 を破損する恐れがあるので、必ずコネクター

部を持って作業を行なってください。 
 

 

 

3-2 IES-4000 に接続する場合 
（1）IES-4000 背面の GLOBE.T コネクターに

GTM-1 のコネクターを、コネクター部

を持ってキー溝が合う向き（黒球が垂直

上方向き）に差し込み、カップリングを

時計回りに止まるまで回して固定して

ください。このとき、黒球部分やシャフ

ト部分だけを持って作業を行なうと

GTM-1 を破損する恐れがあるので、必

ずコネクター部を持って作業を行なっ

てください。 

 

（2）IES-4000 を連続測定モードで起動し、

［設定］に触れ、「設定画面（連続測定

モード）」にて以下の操作で設定を行な

ってください。 

 
 
 
 
 

① PMV 値・PPD 値の算出を行なう場合に

は、met 値・clo 値を設定する必要があ

ります。設定画面（連続測定モード）

で［met 値・clo 値］に触れ設定を行な

ってください。 

平均輻射温度だけの算出を行なう場合、 

この操作は必要ありません。 

図 9．設定画面（連続運転モード） 

図 10．met 値 clo 値設定画面 

図 8．GTM-1 の IES-4000 への取付 

GLOBE.T 

コネクターへ取付 
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1）「met 値 clo 値設定画面」で、［met 値

入力］に触れ、「met 値入力テンキー」

を使用して数値を入力してください。

数値入力が終わりましたら［Enter］に

触れ、処理を終了してください。

［Enter］に触れ、処理を終了しません

と、設定値が有効になりません。［戻

る］に触れると「設定画面（連続測定

モード）」に戻ります。 

 

2）「met 値 clo 値設定画面」で、［clo

値入力］に触れ、「clo 値入力テンキ

ー」を使用して数値を入力してくだ

さい。数値入力が終わりましたら

［Enter］に触れ、処理を終了してく

ださい。［Enter］に触れ、処理を終

了しませんと、設定値が有効になり

ません。［戻る］に触れると「設定

画面（連続測定モード）」に戻りま

す。 

 

 

② 設定画面（連続測定モード）」より［黒

球直径］に触れると「黒球直径入力画

面」になります。「黒球直径入力画面」

で［黒球直径入力］に触れ、「黒球直

径数値入力テンキー画面」を使用して

入力してください。 

 

本製品（黒球温度計 GTM-1）をご使用 

の場合は、0.075 m になります。 

 

数値入力が終わりましたら、［Enter］

に触れ処理を終了させてください。

［Enter］に触れ、処理を終了しません

と、設定値が有効になりません。 

［戻る］に触れると、「設定画面（連

続測定モード）」に戻ります。 

図 12．clo 値入力テンキー 

図 14．黒球直径数値入力テンキー画面

図 13．黒球直径入力画面 

図 11．met 値入力テンキー
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③ 各測定項目の測定有効、無効を設定し

ます。「設定画面（連続測定モード）」

の［測定選択］に触れると「測定項目

の ON/OFF 設定画面」になります。 

測定項目が白字で表示されているもの

が有効、灰字で表示されているものが

無効設定になります。 

右図の場合、［温度］［CO］［CO2］

［湿度］［気流］［粉じん］の測定が

有効になっています。 

この場合は、画面右下の［黒球温度］

に触れ設定を有効にしてください。 

［戻る］に触れると「設定画面（連続

測定モード）」に戻ります。 

 

 

（3）測定画面に戻り、IES-4000 本体の測定操作に従って測定を行なってください。

測定は安定した空気環境内で行なってください。測定しようとする場所へ設置し

てから約 20 分間おいて、黒球温度を安定させてから測定を始めてください。設

置してからの時間が短い場合、正しい黒球温度の測定ができないことがあります。 

 

 

（4）測定終了、または測定場所の移動の場合は必ず GTM-1 を IES-4000 から取り外

してください。カップリングを反時計回りに回して外し、コネクター部を持って

引き抜いて GTM-1 を取り外してください。このとき黒球部分やシャフト部分だ

けを持って作業を行なうと GTM-1 を破損する恐れがあるので、必ずコネクター

部を持って作業を行なってください。 
 
 

図 15．測定項目の ON/OFF 設定画面 

黒球温度
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4  仕様 
 

品名 黒球温度計 

品目コード 080610-6 

型式 GTM-1 

検知素子・動作方式 白金測温抵抗体・抵抗変化型 

測定範囲 0～70℃ 

分解能 0.1℃（IES-3000／IES-4000 表示） 

測定精度 全域で±1℃ 

電源 IES-3000／IES-4000 本体より供給（素子通電） 

寸法（黒球本体部） φ75mm 

寸法（全体） 94（W）×105（D）×170（H）mm 

質量 約 0.13kg 

 
 
 
 
 
 

5  保証 
当社製品が万一故障した場合は、ご購入より 1 年以内は無償修理いたします。 

修理の際は、必ずお買い上げ販売店、または当社各営業所に直接ご連絡ください。 

その際は必ず、品目コード・製品名・型式・製造№・故障内容などをお知らせください。 

付属の消耗品に関しては、保証の範囲外です。 

故障原因が次の場合は、保証範囲外となり有償となります。 

 

① 使用方法の誤りによる故障 

② 当社以外での修理・改造による故障及び損傷 

③ 火災・地震・天災などの不可抗力などによる故障及び損傷 

④ お買い上げ後の転送・移動・落下・振動などによる故障及び損傷 

⑤ 当社指定以外の消耗品類に起因する故障及び損傷 

⑥ 購入店の販売日・捺印のない場合または記載事項を訂正された場合 

⑦ 『改造修理禁止』分解や改造等をした場合は、当社の保証外となりますので絶対に 

しないでください。思わぬ故障や事故を起こす原因となることがあります。 
 

 

 

 

 

15.11.20H（03） 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

注）改良のため形状、寸法、仕様などを機能、用途に差し支えない範囲で変更する場合があります。 

 
 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


